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ॣନିଚଁၮᒦᓿඈ୯஧୳ரତஏரஔஎர୬ୈଊᓿᚥ
૎૎૎૎૎ଅଖଋ ὝૺὝ

センターから発信する様々な報告・情報を
右記の二次元コードから見られます。

ආ᭟࣒ತேెส
ὲႏႥ

ผቔክଶ၌တ࣒ࡽ࣏ࣥࣃபᣳ 258,078ૅ࣒ຶආ᭟ࢰᮕࣃࢻ࣢࣮࣢ᴆ
寄附合計額：２５８，０７８円
　　たすけ愛文庫（センター窓口前）からの寄附…合計１５３，４２２円（読み終わった本の寄附も募集中です！）
১฽๓ࣦ᭿Ⴇຶࡽආ᭟ࣶࢮຨࡾࢽ࣢࣮ࢮ࣊ࢻࣅผቔክଶ၌တ࣒ຶ࣒ࣥࣃආ᭟ࣶࢮ᯸ࡾࢽ࣢ࢻࣃࢨࢨ
฼ರผ୦ઈ࿹ᩞᤰࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼࡼ
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झॕडफ़
ॎिफ़प

૎ႎ༂ၮଝଥᐩ૓ଠຬᷳୈᇶ૾ୁዎ૓ଡ࿪଍ଜ૏෻។᜚ᮈᑌᶗଂ᭓ᤋଋୂଜૺ଴ଏૐ௣ዎ૏ᒦᶓ
ଝସႎ༂ၮទౖឭពමᮿౖୈ௸ᄒଡ෻។ኞቢᑌᶗய13O᠟ଂଓୂଔୂତ࿭ᶌᄰୈᓿଁ଍ଜ᜚ᮈ
࿪ᄛ଺ဌ໷ᇒଛଅୀୈ᫢ଙଜૺ଴ଏૐ଍ଁ଍ଠଂି૏ᬗ෼᛼ଠᮂṅୈᇶ૾ଜૺୁዎ૓ὤ౻૾ଦ૏
ᷘଂૺୈᇶ૾ୁẦἵତ௴ᬶତ఺ᯁତକଷాఘଂଝଃଐ૏ྥ ଟସସᛸ᲼ଡᷘଂૺଂ૸ୁ୫஧୤டஒ
୪ர૏ᶋૺᶓჍଃଉସଙଜૺୁᅊྥଥୖட୧ரடಂྩᛜଝခൾଂຬᷳ૏ᦶോସẦἵଝႏᴓସ࿹ଠ
ଅᚡᓿଂຬᷳଠዎ૏᠟૓ὥଡଚૺଜଥ૏༲ᑌᶗତᲭቮଂᴐᬭଝଥଠૺଁଞᤰ૾૏ኞቢᑌᶗὤᤲὥ
฀༞ଂṈତᬰ૾ୁᶗಋୈଚଅୁକଷ૏ኞቢᤲᶓనᔂౖୈᶐ೏଍଴଍କૐ

༲ᑌᶗᲭቮୈᲰଷ ૜ୁኞቢᤲᶓనᔂౖ૝

᠛1ຨኞቢᤲᶓనᔂౖὤၮទමම൶ὥ　
日（木）14時～16時

2名（市民活動団体8団体9名、他支援機関13名）

᠛Ὦຨኞቢᤲᶓనᔂౖὤၮទමଞତഏ೏ὥ　
日（木）14時～16時

40名（市民活動団体10団体21名、他支援機関9団体19名）

　生活支援、就労支援、引きこもり・不登校支援等
の分野で活動している方々が集まり、自己紹介後、
単独では対応が難しい課題の解決や、より充実した
活動に向けたネットワークづくりを目的に意見交換
しました。
　当日は、平塚市社会福祉協議会「コミュニティソー
シャルワーカー」の内田さんより「複雑化・複合化
したケースはどのように支援していったらいいか？」
と題した具体的な実践事例と、厚労省が進めてい
る「重層的支援体制整備事業」について説明があり
ました。その後のグループワークでは、多機関連携
が進むと課題解決の一歩につながる、日々活動して
いるがこのような交流の場は少ない、機会を意識的
に作っていく必要がある、など活発且つ具体的な意
見交換ができました。
　アンケートでは、「平塚各支援者・事業所の具体的
な活動を知ることができた」「時に孤独を感じること
もあるが、皆さんのパワーを感じて横の繋がりをしっ
かり作りたいと思った」等の声があがりました。

　第２回は（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務
理事の又村あおいさんを講師に迎え、本人・世帯の
属性に関わらず、どんな複雑な問題でもまるごと受
け止めるべく多機関と連携・支援していく必要性と
方法を学びました。
　又村さんからは、１つのケースに潜んでいる問題は
１つではなく、複合的な課題が存在し、それらがお互
いに絡み合っている。その課題解決の為には多角的
な視点と支援が必要であり、“地域共生社会” という
概念が大切である。さまざまな生活上の課題を「他
人事」ではなく「我が事」として受け止めるととも
に、これまでの「縦割り」的な福祉施策から脱却して
「丸ごと」支援を展開していく取組みが不可欠。
支援する人・される人という関係ではなく、支援され
る人は別の領域では支援する人にもなり得る、など
具体的な事例を基に説明いただきました。
　アンケートでは「福祉や障がいの観点から考えて
いると、支援者と受け手という形に固執してしまい、
受け手の自立や生きがいについて考えることを怠っ
てしまうと感じた」「地域共生を考えていくことに気
づかされた。自分達だけで抱え込まずに連携してい
くことが、支援者・支援される方にとってもいいと
思った」等の声をいただきました。

෗൸ສ౩
૞ၮᒦᓿඈສ౩૟
ॣଉଉୃତ᜚ᮈ࿌ଚଶଆ૎ॣ଺ଟୀଦ૎
ॣᡪឝಖೃឭពஐ஝஧୺ୗୖ୤டர஋ଉ୉ରૺଞૼ
ॣႎ༂அ୼஡ரட૎ॣᬶତౖஅ஠୷୼૎
ॣNPOᓣఱᕑඹNPO୩஑ர୼୯஧୳ர૎
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૞ిኞቢᑌᶗ૟
ॣ୚୛டஇரႎ༂ṽච෨୯஧୳ர૎
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ॣ຾໠ᓿඈኞቢ୯஧୳ர୫୤୾டନିଚଁ
ॣឝགྷၜᜡᬫ᳟຾໠᧺ᤲ୩஑ர୼୭୺ர୫஛஧
ॣୡடୣସସଥ଴૎ॣ଱ଙଞ୭୺ர୫஛஧ႎ༂
ॣခൾᢱᢲኞቢ B໑ StudioR૎ॣ(௣ទ �எୠ୩୭
ॣଥକିଙଅନିଚଁ

෗൸ສ౩
૞ၮᒦᓿඈສ౩૟
ॣឝགྷၜᜡទౖឭព༞ౖᕑඹᬫኞ᳟૎ॣᕑඹ૸଼ଵౖ
ॣᬶତౖஅ஠୷୼૎ॣႎ༂ၮᇗୈଚଠଆᥡᇁౖ
ॣᡪឝಖೃឭពஐ஝஧୺ୗୖ୤டர஋ଉ୉ରૺଞૼ૎
ॣଓିૺୃତౖ૎ॣ૸ૺ૸ૺஞ୼ஓ୷ୣ૎
ॣឝགྷၜᜡೖ᥈ᰓතྨངాສ૎ॣஉஞர୭எர୭ૺୃ૾୉ପଚ૎
ॣNPOᓣఱଃ଍ହ஑୷஑
૞ిኞቢᑌᶗ૟
ॣႎ༂ၮẦἵᤲାୃଐ᜚ᮈ୯஧୳ர૎ॣ୥ୖ஋஝஧ୖஔ஠
ॣ᜚ᮈኞቢఘᐉᇒ଼ૺ૎ॣ୫୤୾டନିଚଁ૎ॣ᤮ೃଠଝ଍ଉତᴏ
ॣஒ୪ர୥ୖ஋஝஧૎ॣခൾኞቢዐ᭓୽஝୨஧ஒரஞ஧
ॣឝགྷၜᜡᬫ᳟຾໠᧺ᤲ୩஑ர୼୭୺ர୫஛஧

ख़᠛�ຨኞቢᤲᶓ
૎నᔂౖତᐩྥ

ख़᠛ 2ຨኞቢᤲᶓనᔂౖ
૎ᮧၸତෙፔଋ୉
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ౘਗ้࣒ತ࣊ࣇਘࢪࣱࣄᴤ
૎ెส6ႏႥଁଠଂ୅ஐ஝஧୳ஞரᓿඈቋᲰ໦ᴓ21யஐ஝஧୳ஞரສ౩ᇁᶋ
ኞቢఘᐉ૚அஊஞ୷ୣஞ஠ர୫஛஧୮ய୩஑ர୼ய஋஡୤஝ஔ૛ଝቚಁଋ
ୂକ”ႛ໶൶UPଡჲ៻ଚὯଚତ஑୘஧୼” ୈ଀ᝋି଑଍଴ଏૐ

ࣅຠᖩࢮ
༑ತࡼࡼ

૎ዲႏႥ૏ტ୯஧୳ரଝଥ᭶࿅NPOᓣఱᏡஂ୞୼ච෍଴ଟଁᙲఘᶋୈᮧၸଡᲑ૾૏૚ສ౩ତႛ໶൶UPᮧႦ૛
ୈᶐ೏଍଴଍କૐፅႏႥଥጩଡஊ஝୷୫ஙୖ୷஋଍କႛ໶ᮧႦୈᶐ೏ఖ࿅ଝଏૐଟૼଔଊጿჺଅଖଋૺὝ
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3 ສ౩ତ૚ഏᲦᭁ᭺૛ୈማଚ

　広報は外部に向かって情報を発信するというイメージを持たれていると思います。しかしながら広報と
は、「情報を発信して社会との関係を築く活動」であると考えると発信の内容がより明確になります。目に
留まりやすいデザインやSNSのフォロワーの増やし方といったスキルやテクニックではなく、「広報力を
上げる」＝団体の「つながる力を強くする」の面から団体の広報について考えてみてはいかがでしょうか？

　センターで行ったアンケートでもこれからの活動に必要なものは『情報発信力』との回答が約2割を占
めています。既に多くの団体が様々な媒体を活用しているかと思いますが、「発信しているのになかなか
反応がない…」とお悩みの声はセンターにも寄せられています。情報発信力が弱いと考える理由や、情報
を見てほしい相手に届かない理由は何か、一度課題を整理してみませんか？

　団体のビジョン・ミッションを会員相互で共有できていますか？NPO・市民活動団体
は目的を持って活動しています。自分たちは誰のため何のための団体なのか、その目的
や存在意義を簡潔に表したのがビジョン・ミッションです。
　■ビジョン：団体が目指す理想の社会
　■ミッション：理想の社会のための行動指針
長年活動している団体もこれから団体を立ち上げようと考えている方も、改めてビジョンとミッションを
明確にしてみませんか？事業を活動の起点にするのではなく、「社会課題を解決し、目指したい理想の社会」
→「そのために団体がやるべきこと」を明確にした上で事業を行っていくことで、団体の強みや魅力が増し、
その結果「ビジョン」に近付くことができます。広報の基本をおさえ、イベント集客や会員増につなげて
いきましょう。

・事業が忙しくて広報に手が回らない
・団体や活動のことを簡潔に表現できない
・広報を担当する人を決められない
・広報スケジュールを考えていない

団体内の課題 届け方の課題
・情報を届けたい相手を明確にできていない
・相手に届ける手段がわからない
・広報ツールの効果的な活用方法がわからない

૜ኞቢᤲᶓనᔂౖ૝ 　2回の支援者間交流会を実施し
た結果から、各支援機関やNPO
等が広範なニーズを視野に、地域・
分野横断的な視点を持ったネット
ワークの整備、各支援機関との
連携や引継ぎをスムーズに行える
体制づくりが更なる課題であると
考え、令和7年度も支援者間交流
会を開催する予定です。（さ）

᠛Ὦຨ᜗ଡ෗൸ଋୂକສ౩ଡ᥃ଃ଴଍କૐ
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　令和7年度の初めての号をお届けできました。今年度のセンターは団体間のネットワークを引き
続き構築・強化しつつ、「何かやりたい」人がその思いを広げて繋がる機会を生み出していきます。
出会いと交流が生まれる『場』を、皆様と一緒に作っていきましょう。
　本年度もどうぞよろしくお願いします。（お）

ᣍᷧயᛸ᫢

झॕडफ़༑ತ ܽౘਗክଶ࣏ࢮຠᖩ࣊ࢨࢹࣄࢳᴆ
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ႎ༂ኼඟ᧯᫤ஏரட

୧஧இ୿

୯஧୳ரତஒ୭୧୷୼
କଏଇଅ୉ଞ૸ૺଗହ୉

チェック！

ࡾࢽ࣢ࢻࣃࢨᅝૄࢸผቔክଶझॕडफ़࣒৴௘ᴜᴍ2025ὥ฽๓࣒৆ᆷᇂᣛࣶࢯࣈ࣭ࣖ
ᴙტ ᴚტ ᴛტ ᴜტ ᴝტ ᴞტ ᴖᴕტ ᴖᴖტ ᴖᴗტ ᴖტ

　（ボランティアしてみたい、団体運営で悩みがある等、お気軽にご相談ください）
　■専門相談（まずはご一報ください、日程調整します）　■窓口相談（センター開館日9 :00～21:30）

団体交流会（支援者間交流会・防災座談会）、何かやりたい人が話す場とつながりの会、
企業・大学・NPOとのパートナーシップ交流会、他

　4/27（日）
　緑化まつり出展
　NPOの広報・情報発信、NPO法人会計・税金相談会、NPO法人の設立と運営、その他

※詳しい日程・内容は随時ホームページ・情報紙・メールマガジン・FB等でお知らせします。

ᴗტ ᴘტ

7/26（土）
　夏休みこどもわくわくフェスタ

11月下旬
ひらつか市民活動センターまつりイベント

講　　座
交　　流

NPO・市民活動相談

༭ౕଵଉଟସ୅ଅ୅ଅஉ୛୭୳ ����૎ᶐ೏ତ଀ᝋି଑
　夏休みの一日を楽しく過ごしてみませんか？ 楽しく遊んで学べるイベントが盛りだくさん！
お友達やご家族お誘い合わせの上ご来場ください！

ᴛౘਗ৆ᆷࢰ࿵ྡࡼᙲ᯴ᴖᴙᴚঔ ᴆૅᴆ

ܽ৴௘ᴜ฽๓ผቔክଶ࿹ᩞᢹନ᫁৆ᆷ
　令和７年３月８日（土）に令和７年度に実施する補助事業の審査会を開催し、次のとおり採択されました。
今後、補助金に興味のある団体は平塚市協働推進課までお問い合わせください。

জྥଟସତဌ໷ᇒ૎ᴓᚨତ࿩ྥဏὤᬋൺṆὶὭὬ௦ഗὥ……ྰᤤኞቢଡᶗ୅ୁኯፓଞፓዃତᰈഈய୵஝୫ൗ౯ᯮ૎
ঝ଍ତଵ଺ଋଅିତ ὤౖᬋൺṆὶὭὬ௦ഗὥ……ଋଅିଉଟସṖ໩ତᲸ๹ଡᶗ୅ୁᘝ฼ᰈഈயஐ஝஧୺ୗୖಖ᷈
ঞ1HYHU�1RW�$ORQHὤᬋൺṆὶὰ௦ഗὥ……ଉଟସႛ໷ய୫୿ୖႛ໷ᶐ೏ଡᶗ୅ୁᘝ฼ᰈഈயนᝋ஑୭୳ரᯮ૎

ഈᶌ୧ர୭

ᛸပ୧ர୭
জ௣᧋ទສᓣఱᾂὩ67</E୭஑ர୸ୣ஝ஊὤᬋൺṆὶάὬ௦ഗὥ……ᚡᔛ୭஑ர୸ ”ஐ୷୵஗” ౩Ẏౖଡᶗ୅ୁ೎฼ᰈഈ૎
ঝ᭶࿅ᘠ࿅ḏ๹ൔᓿඈᓣఱ JUDOsὤᬋൺṆὶὰὬ௦ഗὥ……ᎇ᲻ଡାୁະᷗనᔂ૏ၮᒦୈ࿪ᯓଞ଍କ౩Ẏኯ࿌ତᶐ೏
ঞႎ༂଼ଁୀତ౯࿓૎௸ඉൺୈᝋୁ ὤౖᬋൺṆὶὯὭ௦ഗὥ……௸ඉൺႎ༂ဌ౦ ���ฝႏ᭍ᄢఘᐉ૎᠛ఙნ૜଍ଛଁଠᔂ૝
૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎૎ၮᒦଡାୁᇗጬᄊൎ

※事業内容等はこちら◆https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kyodo/page37_00014.html

日時●7月26日（土）10：00～14：30（入退場自由）　会場●ひらつか市民活動センター・崇善公民館
対象●近隣（崇善・松原）学区の小学生及び未就学児・保護者　＊ひらつか市民活動センターと崇善公民館の共催事業です。


